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19 － 19
14 － 15
17 － 17
16 － 14

－

徳山商工高校 誠英高校
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 9 1 3 0 1 3 1 4 * (C) 21 4 4 1 2 15 3

5 * 7 0 2 3 5 18 5 5 * 5 0 2 1 2 8 3

6 - - - - - - - 6 * 19 2 5 3 3 4 0

7 - - - - - - - 7 - - - - - - -

8 - - - - - - - 8 3 1 0 0 2 2 1

9 * 27 3 7 4 4 9 5 9 4 0 2 0 0 0 1

10 5 0 2 1 2 5 2 10 - - - - - - -

11 * 2 0 1 0 0 6 0 11 - - - - - - -

12 - - - - - - - 12 - - - - - - -

13 12 4 0 0 0 2 0 13 - - - - - - -

14 - - - - - - - 14 - - - - - - -

15 - - - - - - - 15 * 2 0 0 2 3 3 3

16 - - - - - - - 16 * 11 3 1 0 0 4 3

17 * 4 0 2 0 0 3 1 17 - - - - - - -

18 - - - - - - - 18 - - - - - - -

66 8 17 8 12 46 14 65 10 14 7 12 36 14

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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松本　隆志

2016年6月5日(日) 会場： ソルトアリーナ防府

選　手　氏　名

井　上　由　紀

10:30

藤田　悠美

藤　田　歩　優

有澤　優子

No. 5M1 日時：

選　手　氏　名

西　田　美乃里

福　田　真　依

田　中　小　葵

合計

戦　　評

記載者 川本　賢一 （所属） 山口県高体連バスケットボール専門部

合計

原　　　佑　果

青　木　里　菜

湯　浅　愛　香

本　田　満里奈

友　澤　真　美

砂　田　晏　花

山　口　麻　桜

植　松　日向子

第67回山口県高等学校総合体育大会
バスケットボール競技

コーチコーチ 中　村　浩　正

蔵　本　和　泉

近　藤　穂　波

田　村　麻　純

吉　本　　　聖

藤　井　心　愛

藤　田　春　菜

西　川　朗　加

西　谷　晴　夏

池　部　百　花

白　石　夏　海

岩　村　麻　由

西　田　保乃伽

平　岡　このみ

明　石　真　歩

谷　井　　　鈴

渡　邉　文　紀

原　口　涼　香

長　尾　知　香
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徳山商工高校 誠英高校 

徳山商工はオールコートマンツーマン、誠英は１－１－３ゾーン。両者硬さからシュートが入らない。徐々に落ち着いてきた徳山商工
は＃９の１対１で加点。誠英は＃６のドライブで得点を重ねていく。徳山商工１９－１９誠英。２Ｑ、徳山商工はスペースをうまくついて
シュートまでいくがシュートが決まらない。誠英もディフェンスを崩せず流れがつかめない。お互いポイントのシュートを決めきれず、
一進一退の時間が続く。徳山商工３３－３４誠英で前半終了。３Ｑ、徳山商工はリズム良くパスをまわしながら、誠英のディフェンスを
崩し得点を重ねる。対する誠英は、＃５のドライブと＃４・＃８の３Ｐを決めきり、お互い一歩もひかず、徳山商工５０－５１誠英。４Ｑ、
誠英が３Ｐを入れれば徳山商工が３Ｐを入れ返すというシーソーゲームが続いたが、残り２分半、誠英＃６のジャンプシュートで４点
差となる。誠英優勢に思われたが、ここからドラマが始まる。残り１分、徳山商工＃９がフリースローを１本決め３点差。さらに徳山商
工＃１３が同点の３Ｐを決め、残り４０秒、試合を振り出しに戻す。お互いチームファウル５つ、一瞬の判断が勝負を分ける最終局面。
誠英は果敢にドライブするが決めきれない。残り１８秒、誠英が徳山商工＃４にファウル。しかし、徳山商工＃４はフリースローを２本
とも外してしまう。リバウンドをとった誠英は勝利に向けたシュートを放つが入らない。そのリバウンドをとった誠英＃１５ファウルをし
てしまう。残り時間は０．９秒。フリースローを２本とも決め勝利を決めたかに見えた。しかし、徳山商工＃９がバックコートからロング
シュート、空中で試合終了のブザーが鳴り、ボールがゴールに吸い込まれていく。会場中が大歓声に包まれ、劇的な逆転３Ｐシュート
で徳山商工６６－６５誠英で試合終了。奇跡的な結末で、徳山商工がインターハイ出場を決めた。両チームの想いがぶつかり合った
すばらしい試合であった。 


